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山陰ま で20分
日田尾幹線道路一一部開通

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

　国営農用地開発て事業開さくを進めていた日田尾幹線道路のうち広瀬

～日田尾間約3．6KMがこのほど開通しました。

　これによって山陰～日田尾口は約10．6KM、車で約20分となり、従来

の27．4KM（県道仲野原～美々津線経由）約1時間に比べで、16．8KM

40分が短縮きれました。

　この道路は巾員5．5Mで将来はアスファルト舗装されます。

　また、今年度工事として日田尾～音羽橋間の約2KMが予定されてい

ますので、これが完成すると農業幹線道路としてはもちろん、集落間連

絡道路としての利用価値も一段と高まることになります。
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町報とうこう

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
昭
和
五
十
二

年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
三
月
の
定
例
町
議
会
で
新
年
度
．
の
予

算
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
が
近
年
の
き
び
し
い
社
会
情

勢
は
地
方
自
治
体
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ

し
、
そ
の
財
政
は
危
機
状
態
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
木
村
町
長
は
予
算
案
の
提
案
説
明
に

先
だ
ち
所
信
表
明
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
．
、

　
「
…
町
政
振
興
の
基
本
施
策
と
し
て

五
項
目
を
か
か
げ
て
そ
の
推
進
を
図
り

過
疎
な
き
生
き
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り

を
目
ぎ
し
努
力
し
て
き
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
現
在
の
わ
が
国
経
済
は
、

高
度
成
長
時
代
の
引
、
し
ず
み
と
は
全
く
異

な
っ
た
刷
、
）
ず
み
を
生
み
だ
し
、
時
代
の

進
展
と
と
も
に
本
町
に
お
い
て
も
生
活

の
多
様
化
、
都
市
化
、
そ
れ
に
伴
う
行

政
需
要
、
畜
積
の
低
い
社
会
資
本
、
広

大
な
行
政
面
積
に
点
在
す
る
辺
地
、
へ

き
地
の
格
差
是
正
な
ど
当
面
解
決
し
方

向
を
定
め
て
こ
れ
を
安
定
し
完
成
を
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
る
現
状
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
財
政
運
用
の
困
難
な
今
日
で
あ
り
．
ま

す
が
町
の
実
情
に
即
し
た
制
度
事
業
を

積
極
的
に
導
入
し
、
こ
れ
に
適
合
し
な

い
部
分
を
町
単
独
事
業
で
補
充
す
る
方

法
で
こ
の
難
局
を
乗
り
超
え
て
町
民
の

期
待
し
願
望
す
る
施
策
の
展
開
を
図
る

べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
．
す
．
、

　
現
行
制
度
の
な
か
に
お
い
て
許
さ
れ

る
可
能
な
限
り
の
財
政
対
策
を
講
じ
、

町
民
の
期
待
に
応
え
る
努
力
を
は
ら
い

な
が
ら
予
算
策
定
を
し
ま
し
た
．
、
」

あ
ら
ま
し

　
財
政
の
窮
迫
す
る
な
か
で
の
編
成
策

定
で
あ
〔
．
た
た
め
、
各
会
計
を
通
じ
消

費
部
門
の
経
費
を
前
年
慶
な
み
の
水
準

に
抑
え
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
そ
の

事
業
の
効
率
、
緊
急
度
な
ど
を
勘
案
し

分
配
も
科
目
ご
と
、
地
域
的
な
均
衡
を

考
慮
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
ま
す
．
、

　
一
般
会
計
予
算
は
十
二
億
九
千
五
百

七
十
二
万
円
で
前
年
度
の
当
初
に
比
べ

十
五
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

2
億
円
の
借
金

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
九
千
百
三
十

一
万
九
千
円
で
全
体
の
七
％
、
以
下
構

成
比
順
に
な
ら
べ
ま
す
と
地
方
交
付
税

1
1
四
億
七
干
万
円
へ
三
十
六
・
三
％
）

歳入の財源構成

県
支
出
金
一
－
二
億
二
干
三
百
四
十
七
万

五
干
円
へ
十
七
・
二
％
）
、
町
債
1
1
一

億
九
千
九
百
八
十
万
円
へ
十
五
・
四

％
）
、
国
庫
支
出
金
”
一
億
一
千
百
十

五
万
五
千
円
（
八
・
六
％
）
、
分
担
金

及
び
負
担
金
1
1
八
千
八
百
五
十
九
万
六

千
円
（
六
・
八
％
）
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
歳
入
源
と
な
っ

て
い
た
町
有
林
立
木
売
払
収
入
が
減
少

し
て
三
・
四
％
に
と
ど
ま
り
娯
楽
施
設

利
用
税
交
付
金
、
地
方
譲
与
税
、
使
用

料
及
び
手
数
料
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い

ま
す
。

黛麟弓
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、穣鵬
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債町
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　　　　　　　　　加盟出金
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　　　　　　　　　　17．2γ，

＼物　’塗
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国庫支出金一
1億1．115万円5千円

8．6％

性
質
別
に
み
る
と

　
歳
出
で
は
、
投
資
的
経
費
に
五
億
七

千
八
十
五
万
一
千
円
（
四
四
・
一
％
）

義
務
的
経
費
に
五
億
二
千
三
百
三
十
万

二
千
円
（
四
「
）
・
四
％
）
、
残
り
の
消

費
的
経
費
に
二
億
百
五
十
六
万
七
千
円

（
十
五
・
五
％
）
と
い
う
構
成
で
義
務

的
経
費
の
う
ち
人
件
費
は
三
億
七
千
百

な四
つ十
て＝1

い万
ま二
す千
。円

　三
　呑

　七
　艶

生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を

》
一

　
社
会
福
祉
関
係
で
は
、
国
県
の
福
祉

施
策
に
の
っ
と
っ
た
「
老
人
家
庭
奉
仕

事
業
」
　
｛
、
生
き
が
い
あ
る
老
後
づ
く
り

推
進
事
業
L
　
「
老
人
医
療
対
策
事
業
」

な
ど
の
推
進
、
日
向
地
区
葬
祭
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
建
設
負
担
金
な
ど
一
億
八

千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳出の目的別構成

農林水産業費

4億1．376万4千円

4．396万9千円

3．4％　　・、＼　　　 その他

　　　　　　　鱗

712億　31’9％

9，572万円

100％

〆

　　　教育費
土木費　1億8．634万3千円

民生費　＼
億4，128万3千円

10．9％

　　総務費

1億5．772万円

　　12．29ρ

14．4％億7．381万円

　　13．4％

歳出の性質別構成

義

務

経
　
費
5
ミ

蝿鳶

　
　
　
、

嚇
、

拶
災害復旧事業費

4『繋円／

1臆

9，572万円

100％

・ζ ・脚万円

　　　　　6178万円

　　　　　　5，2ン、

総
㌘
ギ
⑫

張
鱗

．
．
贈
。
．
＼

　
　
φ
、
＼

　
　
＼

投
資
的

普通建設事業費

設乞喩只経

44．1マh

農
林
業
振
興
に
4
億
円
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つ
ぎ
に
町
政
振
興
施
策
の
唄
つ
で
あ

る
農
林
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
と
し

て
、
四
日
［
千
三
百
七
十
六
万
四
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
歳
出
全
体
の

三
一
・
九
％
で
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま

す
。　

主
な
事
業
と
し
て
、
西
の
内
、
瀬
平

の
林
道
開
設
工
事
な
ど
の
林
業
構
造
改

善
事
業
に
七
千
八
百
万
円
を
、
五
十
三

年
度
施
行
予
定
の
東
下
地
内
地
区
圃
場

整
備
個
所
の
測
量
、
農
道
四
路
線
の
改

良
な
ど
を
実
施
す
る
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
に
六
千
三
百
万
円
を
、
そ
の

ほ
か
農
業
構
造
改
善
事
業
、
松
く
い
虫

空
中
防
除
の
経
費
二
千
万
円
を
、
国
営

農
用
地
開
発
事
業
で
は
日
田
尾
団
地
十

一
鈴
の
開
こ
ん
と
日
田
尾
幹
線
道
路
の

日
田
尾
～
音
羽
橋
間
へ
約
二
意
）
の
工

事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

舗
装
率
が
5
2
％
に
ア
ッ
プ

　
ま
た
、
生
活
基
盤
、
生
産
基
盤
整
備

事
業
の
唱
環
と
し
て
道
路
網
の
整
備
に

要
す
る
経
費
と
し
て
二
億
二
千
六
百
万

円
を
計
上
し
て
町
道
地
内
～
河
原
線
列

の
べ
十
八
路
線
の
改
良
、
舗
装
を
行
な

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
工
事
が
予
定
ど
お
り
実
施

さ
れ
る
と
改
良
済
延
長
が
六
万
二
千
貿

で
改
良
率
五
五
・
七
％
に
、
舗
装
済
延

長
が
五
万
八
千
訂
で
舗
装
率
が
五
二
・

六
％
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
内
ノ
ロ
爪
外
十
九
カ
所
分

の
災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る
経
費
と
し

て
四
千
二
百
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、

赤
井
艦
橋
ほ
か
一
ヶ
所
の
橋
梁
か
け
替

え
も
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
人
づ
く
り
運
動
」
の
継
続

防
火
永
槽
三
基
、
接
岸
道
路
舗
装
な

ど
の
工
事
、
小
型
ボ
ン
プ
ニ
台
、
そ
の

ほ
か
の
防
災
施
設
に
要
す
る
経
費
と
し

て
六
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
農
林
水
産
業
費
に
次
ぎ
ウ
エ

イ
ト
の
高
い
教
育
費
に
つ
い
て
は
一
億

八
千
六
百
三
十
四
万
三
干
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
　
こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
運
動
を
進
め
て
い
る
「
手
づ
く

り
運
動
」
を
さ
ら
に
継
続
し
社
会
教
育

体
制
の
内
部
充
実
を
図
る
こ
と
、
越
表

分
校
へ
き
地
集
会
室
の
建
設
費
、
越
表

地
区
の
へ
き
地
教
員
庄
宅
三
戸
の
建
設

費
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

会計別予算
一般会計　　　　　12億9，572万0千円

特別会計　　　　　2億3，962万6千円

　国民健康保険事業2億2，865万6千円

　簡易水道事業　 1，097万0千円

病院事業会計　　　　1億3，288万7千円

　　計　　　　　　　16億6，823万3千円

ノ
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忘
れ
な
い
で
〃

軽
自
動
車
の
異
動
手
続
き

　
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動

車
を
所
有
す
る
人
か
ら
は
「
軽
自
動
車

税
」
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
は
、
軽
自
動
車

な
ど
の
種
別
に
よ
り
区
分
を
設
け
、
原

動
機
付
自
転
車
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
総

排
気
量
ま
た
は
定
格
出
力
の
区
分
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
軽
自
助
車
税
の
賦
課
期
日
は
四
月
一

日
で
す
が
、
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、

農
耕
作
業
用
自
動
車
以
外
の
小
型
特
殊

自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
発

生
し
た
と
き
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
月
割

で
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務

が
消
滅
し
た
人
に
は
、
そ
の
月
ま
で
月

割
で
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
　
早
目
に
手
続
き
を

　
新
し
く
軽
自
動
車
な
ど
を
取
得
し
た

人
は
十
五
日
以
内
に
、
廃
車
し
た
人
は

三
十
日
以
内
に
そ
れ
ぞ
れ
町
長
に
対
し

て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
軽
自

動
車
な
ど
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
売

買
し
た
場
合
に
、
廃
車
や
名
義
変
更
の

手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
人
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
は
、
必
要
な

手
続
き
を
と
ら
な
い
限
り
前
の
持
主
に

対
し
て
税
金
を
賦
課
し
ま
す
。

　
現
在
使
っ
て
い
な
い
軽
自
動
車
な
ど

の
あ
る
人
は
、
早
目
に
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
四
輪
以
上
の

軽
自
動
車
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
以
外

の
小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自

動
車
に
つ
い
て
は
宮
崎
県
軽
自
動
車
協

会
（
宮
崎
市
田
代
町
七
の
一
）
で
、
そ

の
他
の
軽
自
動
車
は
町
税
務
課
に
て
宙

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
く
わ
し
く
知
り
た
い
人
は
税

務
課
に
お
問
合
せ
く
だ
き
い
。

　
本
町
で
二
番
目
の
長
寿
者
だ
っ
た
坪
谷
区
市

谷
原
の
海
野
平
太
郎
き
ん
が
三
月
五
日
に
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。

　
海
野
さ
ん
は
明
治
九
年
三
月
二
十
八
日
生
ま

れ
で
ち
ょ
う
ど
百
歳
、
一
世
紀
を
生
き
ぬ
か
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
の
建
築
ブ
ー
ム
に
よ
り
本
町
に

も
都
市
型
の
家
屋
が
多
く
な
り
便
所
を

屋
内
に
取
り
入
れ
る
家
が
ふ
え
て
き
ま

し
た
。
又
便
槽
も
水
洗
式
7
7
』
変
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
行
政
指
導
の
な
い
ま
ま
に
設

置
さ
れ
て
き
ま
し
た
し
尿
浄
化
槽
の
設

置
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
を
清
潔
に
し

公
害
を
防
止
す
る
た
め
、
四
月
一
日
目

ら
県
の
指
導
要
領
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
水
洗
便
所
に

し
て
い
る
家
庭
、
今
か
ら
設
置
し
ょ
う

と
す
る
人
は
、
す
べ
て
こ
の
指
導
要
領

に
よ
っ
て
設
置
等
が
管
理
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
設
置
の
基
準
手
続
き
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
し
尿
浄
化
槽
の
構
造
は
、
建
築
基

　
準
法
施
行
令
に
定
め
る
基
準
を
満
た

　
す
も
の
一
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
　
し
尿
浄
化
槽
か
ら
放
流
さ
れ
る
水

　
（
放
流
水
）
の
水
質
基
準
は
、
廃
棄

　
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

　
施
行
規
則
に
規
定
す
る
基
準
以
下
で

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
次
の
区
域
又
は
場
所
に
は
、
し
尿

　
浄
化
槽
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

　
○
　
浄
化
槽
に
用
い
る
洗
用
水
の
確

　
　
保
に
因
難
な
区
域

　
○
　
水
道
の
設
置
が
な
く
、
又
は
普

　
　
及
率
が
低
い
た
め
大
多
数
の
住
民

　
　
が
井
戸
等
を
利
用
し
て
い
る
区
域

　
○
　
浄
化
槽
の
放
流
水
が
、
直
接
農

　
　
作
物
及
び
山
林
等
に
流
入
す
る
区

　
　
域

　
○
　
清
掃
車
が
浄
化
槽
の
排
出
汚
泥

　
　
を
運
搬
処
理
す
る
二
と
が
困
難
な

　
　
区
域

○
　
飲
用
に
供
さ
れ
る
井
戸
か
ら
五

　
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所

放
流
水
は
〃
清
永
〃
を

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に
一
番

槽ヒイ浄業し

を出届ま一難設

問
題
に
な
る
の
が
放
流
水
で
す
．
．
こ
の

放
流
水
は
、
下
水
道
、
下
水
溝
、
河
川

湖
沼
、
海
洋
等
で
環
境
衛
生
上
支
障
の

な
い
と
こ
ろ
に
直
接
放
流
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
放
流
水
が
上
水
道
の

水
源
又
は
、
附
近
住
民
の
飲
料
に
供
給

さ
れ
る
河
川
等
に
支
障
を
与
え
な
い
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
又
、
放
流
水
が
水
利
権
の
設
定
き
れ

た
農
業
用
水
路
等
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
水
利
権
者
の
書
面
に
よ
る
承
諾
を
得

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
は
必
ず
届
出
を

　
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

人
は
、
　
「
し
尿
浄
化
槽
設
置
届
出
書
」

を
町
長
を
経
由
し
て
保
健
所
へ
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
、
新
築
の
場

合
は
、
土
木
事
務
所
）
、
届
出
書
に
は

建
築
物
各
階
平
面
図
、
給
排
水
平
面
図

し
尿
浄
化
槽
の
構
造
図
等
を
添
え
る
こ

と
に
な
一
．
て
い
ま
す
が
、
用
紙
等
は
施

行
業
者
が
持
っ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
専

門
業
者
に
二
二
依
頼
し
て
下
き
い
。

　
法
律
に
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
い
で

設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
す

み
や
か
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
け
出
を
怠
っ
た
り
悪
質
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に

よ
り
告
発
山
、
㌔
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
、

水
質
検
査
、
濡
掃
は
年
一
回
以
上

　
し
尿
浄
化
槽
の
設
置
後
六
ケ
月
を
経

過
し
た
と
き
、
及
び
そ
の
後
〔
年
に
一

回
以
上
は
放
流
水
の
水
質
検
査
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
．
、
又
放
流
水
を
い

つ
も
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
年
一
回
以

上
清
掃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
．

　
　
く
わ
し
く
は
役
場
衛
生
係
か
日
向

　
　
保
健
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
ン
．
、
い
．
、
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適期間伐を
第2回町林業祭から

　
三
月
三
日
午
前
ナ
時
か
ら
日
向
農
協

東
郷
支
店
講
堂
に
お
い
て
第
二
回
東
郷

町
林
業
祭
が
開
催
き
れ
ま
し
た
．
．

　
こ
の
林
業
祭
は
同
じ
ケ
．
場
で
林
業
に

取
り
組
む
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
日

頃
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
本
町
林
業
の
将

来
を
語
り
合
う
目
的
で
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
今
回
は
沈
滞
気
朱
の

間
伐
の
促
進
が
中
心
テ
ー
マ
に
と
り
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
林
業
グ
ル
ー
．
フ
、
林
業
労

務
班
、
町
有
林
監
視
員
、
森
林
組
合
職

員
、
国
・
県
・
町
の
林
業
関
係
職
員
な

ど
百
八
十
名
が
出
席
し
、
木
村
町
長
の

串
の
い
賞
、
つ
、
　
来
賓
輝
輝
辞
に
へ
し
を
㌔
つ
づ
キ
」

表
彰
が
行
な
わ
れ
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
し
た
羽
坂
の
寺
原
新
蔵
き
ん
（
優

等
）
、
迫
野
内
の
黒
木
芳
雄
ふ
、
・
ん
二

“
，
〆

　、
ボ宏

　蒜
　↓
6房

～
葺
罫

・
が

」
螺
．
ム
も
．
・
つ
く

”
／
薄

鴫
驚

等
〕
、
八
重
原
の
田
原
隆
義
き
ん
へ
二

等
）
、
下
渡
川
の
日
高
正
さ
ん
　
（
三

等
）
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
木

村
町
長
か
ら
手
渡
ふ
．
・
れ
ま
し
た
、

　
つ
ぎ
に
コ
ン
ウ
ー
ル
の
審
査
報
告
が

あ
り
最
後
に
農
学
博
士
三
善
正
虜
氏

（
宮
大
農
学
部
教
授
）
の
特
別
講
演
が

行
な
わ
れ
て
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。夢

の
実
現
を

　
現
在
、
　
町
内
の
民
有
林
の
六
↓
％
、

一
万
｛
千
診
が
人
工
林
で
す
が
、
林
令

別
に
み
る
と
二
こ
年
生
以
下
が
全
体
の

八
○
％
を
占
め
、
な
か
で
も
た
だ
ち
に

間
伐
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
積
が

一
千
珍
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
不
良

林
分
の
増
加
や
病
虫
害
．
の
発
生
に
よ
一
，

て
こ
れ
ま
で
の
努
力
と
将
来
に
か
け
た

夢
が
大
｝
、
－
な
誤
算
を
招
く
結
果
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
．
お
た
が
い
に
適
期
閲
伐

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
、
．

林
業
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン

～
▽
緑
を
守
り
育
て
明
る
い
郷
土
を
つ
．

　
ノ
＼
ろ
’
つ
．
．

…
▽
安
全
基
準
を
守
り
明
る
く
楽
し
く

　
働
こ
う
。

…
▽
除
伐
、
間
伐
を
推
進
し
該
博
林
業

　
を
確
立
し
よ
う
．
．

…
▽
若
人
の
力
で
地
域
林
業
を
振
興
し

　
よ
・
つ
、

レ

東
郷
病
院
前
に

歩
行
者
専
用
道
路

　
国
道
三
こ
七
号
線
は
道
路
の
整
備
に

よ
っ
て
車
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
目
㍍

ち
歩
行
者
の
危
険
度
．
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
、
．　

な
か
唱
」
も
東
郷
病
院
前
約
三
↑
＝
・

の
直
線
道
路
は
、
沿
線
に
東
郷
病
院
、

東
郷
ニ
ッ
、
ト
工
場
な
ど
の
施
設
が
あ
る

う
え
、
朝
夕
通
学
通
園
児
童
な
ど
人
の

往
来
が
は
げ
し
い
こ
と
も
あ
一
．
で
常
に

交
通
事
故
の
危
険
に
き
ら
さ
れ
て
い
る

た
め
早
く
か
ら
歩
行
者
専
用
道
路
の
設

置
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
．
．

　
町
で
は
緊
急
を
要
す
る
問
題
と
し
て

4噺ｫ
・

機
会
あ
る
ご
と
に
県
に
対
し
て
陳
情
を

続
け
た
結
果
、
今
年
度
．
事
業
と
し
て
病

院
側
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
付
．
の
自
転
甫
下
お

よ
べ
）
歩
行
者
専
用
道
路
の
設
置
が
確
定

し
ま
し
た
．
．

　
交
通
事
故
は
直
線
道
路
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
事
故
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
ら
二
．
の
施
設
が
完
成
す
る
と
事
故
の

事
前
防
止
に
大
い
に
役
迦
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
、

　
ま
た
、
辺
地
対
策
と
し
て
同
時
に
陳

情
し
た
下
渡
川
の
人
家
連
た
ん
地
区
．
の

再
舗
装
も
決
定
し
ま
し
た
．

現在の状況
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「
聰
、
こ
、
、
馳
聰
こ
こ
、
聰
馳
こ
こ
、
二
言
こ
こ
、
聰
聰
こ
、
こ
馳
」

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　　　　　　　　厘”　　　　　　　　”一　　　　　　　一”　　　　　　”一　　　　　層’　”　　　”犀　　一　”，　”一「’”

お
し
ら
せ運

脚
誌
編
集
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　’〆富　　　　　　　　一　’　”　　　　　　　”　一　　　　　　一　’　”　　　　，　’　一　　　置’”　　’一　〆　〆　r一層

　
　
　
　
　
東
郷
町
誌
編
集
委
員
会

　
木
村
東
郷
町
長
が
会
長
で
十
五
名
の

編
集
委
員
が
目
下
、
東
郷
町
誌
を
編
集

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
が
最
．
初
に
町
歩

を
刊
行
し
た
の
は
昭
和
三
十
年
三
月

で
、
第
二
回
刊
行
は
昭
和
四
十
二
年
二

月
で
し
た
。
今
回
の
刊
行
が
第
三
回
目

に
な
り
ま
す
の
で
、
今
度
こ
そ
町
民
の

皆
さ
ま
の
お
力
添
を
得
て
す
ば
ら
し
い

郷
土
史
を
編
集
し
て
貴
重
な
文
献
と
し

て
児
孫
に
伝
え
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
御
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
こ
と
は

次
の
も
の
の
所
有
者
、
或
は
所
在
地
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。

一、

y
器
・
石
器
の
所
有
者

　
現
在
本
町
内
で
出
土
し
た
土
器
、
石

器
類
の
内
最
古
の
も
の
は
約
六
千
年
以

前
の
も
の
も
あ
っ
て
貴
重
な
文
化
財
で

す
か
ら
、
そ
の
所
有
者
の
表
を
作
り
た

い
と
思
う
の
で
す
。
現
在
編
集
委
員
が

承
知
し
て
い
る
の
は
高
森
一
夫
、
矢
野

く
ら
、
寺
原
平
美
、
田
中
利
吉
、
吉
野

幸
夫
、
海
野
定
、
高
尾
金
次
郎
、
橋
口

千
利
、
河
野
定
夫
の
諸
氏
で
す
が
、
こ

れ
以
外
の
方
で
所
持
し
て
い
る
方
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
、
古
い
墓
へ
上
方
が
三
角
形
で
二
本

横
線
の
入
っ
て
い
る
墓
）
の
所
在
地

　
現
在
調
査
ず
み
は
、
又
江
野
地
蔵
堂

及
び
そ
の
裏
山
、
成
願
寺
、
羽
坂
（
硯

野
、
小
長
野
、
　
黒
岩
の
畑
）
小
野
田

（
金
光
教
会
前
、
老
谷
）
昌
福
寺
、
鶴

野
内
へ
大
日
如
来
裏
山
、
中
水
流
）
深

瀬
薬
師
堂
、
　
深
谷
　
（
三
浦
得
栄
氏
裏

山
）
日
田
尾
、
又
江
野
墓
地
、
横
瀬

三
、
五
輪
石

　
調
査
ず
み
は
宮
ケ
原
、
仲
野
原
、
馬

溝
、
大
谷
、
滝
下
、
田
野
、
深
谷
、
平

田
、
迫
野
内
、
福
瀬
小
学
校
下

四
、
庚
申
供
養
塔

　
調
査
ず
み
は
、
鶴
野
内
（
今
別
府
、

つ

行
楽マ

ナ
ー
②
・
髪

　
　
　
　
　
　
　
z
％

自
然
を

大
切
に
し
ま

し
よ
う

％

上
村
、
神
社
）
深
瀬
、
　
羽
坂
、
　
小
野

田
、
追
野
内
、
八
重
原
、
野
々
崎
、
牧

水
歌
碑
側

蓮
絡
先
塩
月
儀
市

　
　
　
　
　
電
話
二
五
〇
四
）

「
婦
人
電
気
教
室
」
会
員
募
集

　
九
州
電
力
で
は
電
気
を
や
さ
し
く
理

解
し
て
安
全
で
便
利
な
電
気
を
上
手
に

使
っ
て
も
ら
お
う
と
婦
人
を
対
象
と
し

た
「
婦
人
電
気
教
室
」
会
員
を
つ
ぎ
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
▽
日
程
　
5
月
か
ら
毎
月
一
回

　
▽
人
員
5
0
名
程
度

　
▽
会
場
　
町
中
央
公
民
館

　
▽
会
費
　
無
料
ヘ
テ
キ
ス
ト
進
呈
）

　
▽
申
込
先
　
九
電
日
向
営
業
所

　
　
　
　
　
電
話
②
一
二
八
一

！

．
鱗
．
擁

越轟
（

磯
、

た
翫）。．

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．

　
▽
坪
谷
の
酒
井
太
き
ん
か
ら
（
臆
林

子
．
・
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

　
▽
仲
深
の
山
口
岩
美
さ
ん
か
ら
へ
寛

市
さ
ん
・
6
4
歳
ご
死
去
）

　
▽
迫
野
内
の
吉
田
テ
ル
さ
ん
か
ら

（
蓮
野
さ
ん
・
6
8
歳
ご
死
去
）

　
▽
坪
谷
の
海
野
真
き
ん
か
ら
（
平
太

郎
さ
ん
・
m
歳
ご
死
去
、

　
▽
羽
坂
の
佐
藤
春
美
さ
ん
か
ら
ヘ
マ

ツ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

　
▽
坪
谷
の
稲
田
稔
さ
ん
か
ら
（
駒
吉

さ
ん
・
6
6
歳
キ
ク
エ
尋
、
」
ん
・
6
0
歳
ご
死

去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
四
月
十
九
日
へ
火
曜
旦

東
郷
町
社
会
福
祈
協
議
会

圭・。一一・・人ロ・ll一一・i
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・　52年3月1日現在　　≡
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

≡　　　　　　（　）は対前月比　　　　　　三
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